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１．はじめに 

人口減少や高齢化の進展などにより、地域の公共交通を取り巻く環境は厳しい状況にあ

る。平成 14年の道路運送法改正直後にはバス路線の休廃止が相次ぎ、近年では、高度経済

成長期に開発された住宅地における高齢化が顕著となり、丘陵地など、公共交通が不便な

地域における生活交通の確保が課題となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．福岡市のバス交通の現状 

（１）バス路線網 

市内においては、西鉄バス、昭和バス、ＪＲ九州バス等が路線バスを運行しており、 

幹線道路を中心としたバスネットワークが形成されている。 

 

① 福岡市内バス路線の運行本数                 （令和５年12月時点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

生活交通条例に基づく支援施策 
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（２）バスの利用状況 

令和元年までのバスの利用については、他都市ではバス乗車人員が減少している中、

本市においては、バスの利便性向上策の実施等により、安定的な需要があったが、 

令和２年以降については、新型コロナウイルス感染症の影響により、大幅に減少した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[近年のバス利便性向上策] 

平成25年 11月 乗り継ぎ拠点におけるバス停乗継ポイントサービス導入 

（西鉄大橋駅バス停） 

平成26年 11月 乗り継ぎ拠点におけるバス停乗継ポイントサービスの拡充 

（藤崎バス乗継ターミナル） 

平成28年 ６月 福岡市内１日フリー乗車券の利用可能エリアの拡大 

令和２年2･3月  バス停の近接化（地下鉄六本松駅、賀茂駅） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：各都市統計書） 

 

① 地方中枢都市におけるバス乗車人員の推移 

※仙台市については、Ｈ22、Ｈ24～Ｒ3統計データなし 
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３．「公共交通空白地等及び移動制約者に係る生活交通の確保に関する条例」に 

基づく施策体系 
 
 

「公共交通空白地等及び移動制約者に係る生活交通の確保に関する条例（平成22年12月

28日施行）」に基づき、市による「公助」を、市民及び市民団体による「共助」及び「自

助」、並びに公共交通事業者のさらなる「努力」で補い合いながら、地域、交通事業者と

共働で、生活交通の確保に取り組んでいる。 
現在、本条例に基づく施策のうち、公共交通空白地等に関する施策は以下の通りである。 

 
 
 
 
 
 
 
（１）休廃止対策 【福岡市生活交通確保バス運行補助金交付要綱】 

①支援の対象地域 

バス路線の休廃止に伴い、公共交通空白地(※）となる地域。 

（※公共交通空白地…バス停・鉄道駅から概ね１km以上離れた地域） 

 

②支援の内容 

バス路線の休廃止に伴い、公共交通空白地となる地域において、代替交通の運行 

  経費に補助を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③取組み実績（位置図：Ｐ７、８参照） 

市内５路線  路線 取組み 

今宿姪浜線 H18.11～ 代替交通運行開始 

板屋脇山線 H20.４～ 代替交通運行開始 

志賀島島内線 H20.11～ 代替交通運行開始 

脇山支線 H22.４～ 代替交通運行開始 

金武橋本線 H23.４～ 代替交通運行開始 

【代替交通の運行】 
 

代替交通運行経費補助 

＜補助対象者＞ 一般乗合旅客自動車運送事業を経営する者 
＜補助金額 ＞ 代替交通の運行に必要な経費と収入の差額 
＜支援の考え方＞ 

需要に応じた必要最小限の代替交通の確保を行うととも

に、地域や交通事業者と共働で利用促進に取り組んでいく。 補助対象 

バス路線の休廃止の申し出 

協議会の立ち上げ 

運行内容の検討 

生活交通特別対策区域の指定 

代替交通の運行 

利用促進／定期的な検証・見直し 

検
討
段
階 

実
施
段
階 

 （１）休廃止対策

公共交通空白地等に関する施策  （２）不便地対策

 （３）生活交通確保支援
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（２）不便地対策 【福岡市地域主体の生活交通確保支援補助金交付要綱】 

①支援の対象地域 

公共交通が不便な地域として、バス停・鉄道駅から一定の距離又は高低差のある 

地域に加え、地域住民が生活交通の必要性を認識し協議会を組織している地域。 
 

支援の対象地域 基準 

公共交通不便地 

（公共交通空白地を含む） 
バス停から概ね５００ｍ、鉄道駅から概ね１ｋｍ以上離れた地域 

公共交通不便地に準ずる地域 

次の①②のいずれかに該当する地域 

①バス停・鉄道駅と概ね４０ｍ以上の高低差のある地域 

②バス停又は鉄道駅への経路について、迂回を要するなど、公共交通が不便な 

地域であって、地域住民が協議会を組織している地域 

※ 公共交通不便地に準ずる地域②については、平成27年4月に追加 

 

②支援の内容 

公共交通の利用が不便な地域や、それに準ずる地域において、地域主体の取組みに

対する検討経費や、交通事業者が実施する試行運行の経費に補助を行う。 

 
③取組み実績（位置図：Ｐ７、８参照） 

市内３地区 

 

       

 
 
（３）生活交通確保支援 

①支援の内容 

休廃止対策や不便地対策の対象地域以外において、生活交通確保に向けた地域主体

の取組みに対して、地域と交通事業者間の調整などの活動支援を行う。 
 

②取組み実績（位置図：Ｐ７、８参照） 

市内６路線 

 【運行内容の検討】 
 

検討経費補助 
＜補助対象者＞ 協議会  

 ＜補助金額 ＞・調査、検討などに要する経費 
        ・年間５０万円を限度とする  
 ＜補助事業期間＞３年（最長５年） 

 

【試行運行の実施】 

 
 試行運行経費補助 
＜補助対象者＞ 公共交通事業者 

 ＜補助金額 ＞・試行運行に必要な経費と収入の差額 
        ・経費の２分の１と３００万円のいずれ

か少ない額を限度とする  
 ＜補助事業期間＞６ヵ月（最長１年） 

 

地区 取組み 

南区柏原三丁目地区 H27.４～ 本格運行 

東区美和台地区 H27.10～H29.３ 試行運行 

早良区内野七丁目地区 協議会で検討中 

路線 取組み 

壱岐南のるーと R２.６～ 実証運行中 

西の浦線 路線維持 

賀茂藤崎線 路線維持 

福大病院(外環状)大橋線 H24.10～ 本格運行 

下山門線 H25.５～ 本格運行 

長丘～高宮循環バス H26.６～ 本格運行 

補助対象 

協議会の立ち上げ 

運行内容の検討 

試行運行の実施 

本格運行 

利用促進／定期的な検証・見直し 

検
討
段
階 

実
施
段
階 

運行見送り 

補助対象 ※必要に応じて実施 
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４．新型コロナウイルス感染症に伴う公共交通への影響 

公共交通の輸送人員については、徐々に回復しているものの、感染拡大前である 

令和元年度の水準に戻っていない。 
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＜西鉄（バス）の輸送人員の推移（感染拡大前比〔対 R1〕）＞ ※市内路線バス 

（各事業者提供資料を基に作成） 

※福岡交通圏内 ＜タクシーの輸送人員の推移（感染拡大前比〔対 R1〕）＞ 

緊急事態宣言期間 

(福岡県 4/7～5/14) 
緊急事態宣言期間 

(福岡県 8/20～9/30) 

R2/R1 R3/R1 R4/R1 R5/R1 

R2/R1 R4/R1 R5/R1 

緊急事態宣言期間 

(福岡県 5/12～6/20) 

緊急事態宣言期間 

(福岡県 1/14～2/28) 

緊急事態宣言期間 

(福岡県 4/7～5/14) 
緊急事態宣言期間 

(福岡県 8/20～9/30) 

緊急事態宣言期間 

(福岡県 5/12～6/20) 

緊急事態宣言期間 

(福岡県 1/14～2/28) 

R3/R1 
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５．各施策の取組み状況 

（１）休廃止対策路線の状況 

休廃止対策については、代替交通の運行経費に市が補助を 

行うとともに、路線毎に地域、交通事業者、市で構成される 

連絡協議会を設置し、利用状況の共有や運行内容見直し、 

利用促進などに取り組んでおり、引き続き、地域の実情に 

応じた生活交通の確保に努めていく。 
 
【参考①】バス路線の休廃止に伴う代替交通の確保の状況 

路線(地区)名 運行事業者 取組み内容 

今宿姪浜線 ㈱姪浜タクシー 
平成17年10月 路線廃止申し出 
平成18年11月 代替交通運行開始 
平成27年 4月 バス停追加 

板屋脇山線 飯倉タクシー㈱ 
平成19年 3月 路線廃止申し出 
平成20年 4月 代替交通運行開始 
令和元年 6月 ルート一部変更 

志賀島島内線 西日本鉄道㈱ 
平成19年10月 路線廃止申し出 
平成20年11月 代替交通運行開始 
平成27年 3月 西戸崎駅構内へ全便乗入れ 

脇山支線 
西日本鉄道㈱ 
飯倉タクシー㈱ 

平成21年 3月 路線廃止申し出 
平成22年 4月 代替交通運行開始 
平成30年 3月 代替交通一部変更 
       (ルート変更、大字西地区乗合タクシー導入:予約型)  
令和４年10月 代替交通一部変更 
        (曲渕線乗合タクシー導入) 

金武橋本線 西日本鉄道㈱ 
平成22年 3月 路線廃止申し出 
平成23年 4月 代替交通運行開始 
平成30年 3月 橋本駅へ全便乗入れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大字西地区乗合タクシー 

今宿姪浜線 脇山支線 

板屋脇山線 

志賀島島内線 曲渕線乗合タクシー 

金武橋本線 

（連絡協議会の様子） 
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令和元年度までの利用については、やや減少傾向であったが、令和２年度は、新型 

コロナウイルス感染症の影響により大幅に減少した。以降、徐々に回復しているものの、

感染拡大前である令和元年度の水準に戻っていない。 

 

 

【参考②】休廃止対策路線の年間利用者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考③】休廃止対策路線の月別利用者数の推移（感染拡大前比[対R1]） 
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① 今宿姪浜線 

・今宿姪浜線は、西区今宿上ノ原地区等の代替交通確保のため、平成 18年 11月から 

運行経費の補助を行っている。 

・地域や交通事業者と協議し、平成 24年９月に１日乗車券の販売や、平成 27年４月 

 に新規バス停を設置するなど、利便性の向上を図っている。 

・利用促進策として、観光資源を活用したバス旅や利用促進チラシの配布等を実施 

している。 

 

 

 

 

 

 

 

② 板屋脇山線 

・板屋脇山線は、早良区板屋地区の代替交通確保のため、平成 20年４月より運行経費 

 の補助を行っている。 

  ・地域の意見等を踏まえ、令和元年６月に脇山方面と那珂川方面の２系統で運行する 

よう運行内容の見直しを行い、利便性の向上等を図っている。 

  ・また、利用促進策としてダイヤ改正等の際に利用ガイド配布等を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 志賀島島内線 

・志賀島島内線は、東区勝馬、弘地区の代替交通確保のため、平成 20年 11月より 

運行経費の補助を行っている。 

  ・地域や交通事業者と協議し、平成 27年３月にＪＲ西戸崎駅構内への全便乗り入れや 

ＪＲ香椎線及び市営渡船との接続改善を実施するなど、利便性の向上を図っている。 

  ・利用促進策として、観光資源を活用したバス旅やギャラリーバス等を実施している。 

 

 

 

 

 

 

バス旅（潮見公園で撮影） ギャラリーバス 

利用促進チラシ １日乗車券（通行手形） 

利用ガイド 
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④ 脇山支線 

・脇山支線は、早良区曲渕、椎原地区等の代替交通確保のため、平成 22年４月より 

運行経費の補助を行っており、平成 30年３月に運行内容を見直し、利便性の向上等 

を図っている。 

・曲渕小学校の休校以降、曲渕系統の利用者が減少していたことから、地域の意見や 

利用実態等を踏まえ、令和４年 10月に車両を小型化し、新たに集落内へ停留所を 

設置するなど、地域の実情に応じた運行内容見直しを行っている。 

  ・利用促進策として、ギャラリーバスやバス利用企画等を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 金武橋本線 

・金武橋本線は、西区飯盛、吉武地区の代替交通確保のため、平成 23年４月より運行 

 経費の補助を行っている。 

・地域や交通事業者と協議し、平成 30年３月に橋本駅へ全便乗り入れを実施するなど 

利便性の向上を図っている。 

・利用促進策として、観光資源を活用したバス旅や利用促進チラシの配布等を実施 

 している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

曲渕線乗合タクシー導入（令和４年 10月） 

バス旅（飯盛山で撮影） 利用促進チラシ 

ギャラリーバス 
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（２）不便地対策路線の状況 

不便地対策については、地域主体の取組みに対する検討経費や、交通事業者が実施す

る試行運行の経費に補助を行うとともに、地域の話し合いへの参加や体制づくりなどに

ついて市が支援を行っている。 

 

① 南区柏原三丁目地区 

・柏原三丁目地区については、公共交通不便地に該当していた

ことから、平成26年４月より市の補助を活用した試行運行が

実施され、地域、交通事業者、市が共働して利用促進などに

取り組み、平成27年４月からは本格運行が実現している。 
 

② 東区美和台地区 

・美和台地区については、公共交通不便地に準ずる地域に該当していたことから、地

域主体の生活交通確保の取組みとして、３回の試行運行が実施されたが、利用目標

に達せず、試行運行が終了している。 

 

③ 早良区内野七丁目地区 

・内野七丁目地区(早良ニュータウン)については、公共交通不便地に該当していたこ

とから、地域主体の生活交通確保の取組みが進められた。 
 
・平成30年３月の脇山支線の運行内容見直しにより、早良ニュータウン入口に新たに

バス停が設置され、公共交通不便地はおおむね解消した。 
 
・引き続き、利用状況等を踏まえながら、地域主体の取組みを支援していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

地域による本格運行出発式 

＜内野七丁目（早良ニュータウン）位置図＞ 

内野七丁目 

(早良ﾆｭｰﾀｳﾝ) 

住居の多い地区への 

ルート切り替え 

(福岡早良大野城線) 

＜位置図＞ 
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（３）生活交通確保支援路線の状況 

生活交通確保支援については、生活交通確保に向けた地域主体の取組みに対し、市が

地域と交通事業者間の調整などの活動支援を行っている。 

 

① 壱岐南のるーと 

・西区壱岐南地区における生活交通確保に向けた地域主体の取組みとして、令和２年

６月から、定められたエリア内を利用者ニーズに応じて運行するオンデマンドバス

「壱岐南のるーと」の実証運行が開始されており、沿線の病院・商業施設などから

の広告協賛による運行支援等も行われている。 
 
・地域、交通事業者、市の共働により、のりば増設や周知チラシの配布などの利用促進

に取り組んでおり、利用者は徐々に増加している。引き続き、利用状況等を踏まえな

がら、地域主体の取組みを支援していく。 
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R2.

目標人員75人/日(R5.4～）

R3. R4. R5.

目標人員72人/日(R3.4～）

目標人員70人/日(R2.6～）

＜壱岐南のるーとの特徴＞ 

・時刻表がなくアプリや電話で予約 

・ＡＩが選んだ最適なルートで運行 

 ＜のりばマップ＞ 

実証運行期間 R2.6～R6.5 
(4 年目) 

運行時間   8:30～18:30 
定員     8人 

1 日平均利用者数（人/日） 

緊急事態宣言期間 
(福岡県 1/14～2/28) 

緊急事態宣言期間 
(福岡県 5/12～6/20) 

緊急事態宣言期間 
(福岡県 8/20～9/30) 

   ：のりば  
開始時 
25箇所 43箇所 

現在(R5.12.1) 
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② 西の浦線 

・平成 20 年３月に昭和自動車㈱から

路線廃止の申し出がなされたが、 

地域、交通事業者、市で対応を協議

し、減便による収支改善や利用促進

等に取り組み、令和元年７月には、 

二見ヶ浦経由伊都営業所へ延伸し、

運行が継続されている。 
 
・地域、交通事業者、市でまとめた 

「西の浦線活性化方策（平成 28年 

３月）」に基づき、３者で共働し、 

バス旅など、沿線施設と連携した 

利用促進等に取り組んでおり、利用

者は年々増加傾向にある。 
 
・引き続き、路線の維持・活性化に  

向けた取組みを進めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

③ 賀茂藤崎線 

・平成 22年３月に西日本鉄道㈱から路線廃止の申し出がなされたが、地域、交通 

事業者、市で対応を協議し、減便や運賃の見直しによる収支改善等に取り組み、 

廃止予定日を延長し運行が継続されている。 
 
・利用者数が目標に届かない状態が続いており、地域、交通事業者、市が共働して、

沿線施設と連携したバス利用企画やギャラリーバス運行等を実施しており、引き続

き、路線維持に向けた取組みを進めていく。 

 

 

 

 

 
 
 

 

＜運行本数＞ 
平日    15.5往復 
土日祝日  13.0往復 

1 日平均利用者数（人/日） 

＜路線図＞ 

＜運行本数＞ 

平日 18便 
(上り 8便、下り 10便) 

土曜 18便(9 往復) 

【平日】1日平均利用者数（人/日）  

323 

532 421 
458 457 

455 582 

490 

0
50

100
150
200
250
300
350
400
450
500
550
600

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

目標人員460人/日

R3.

ダイヤ改正

目標人員500人/日

323 

532 

722 

421 458 457 455 

602 582 
490 

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

目標人員500人/日

R5.

113 119
100

91
107 110 105 103

123
109

0

50

100

150

200

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月R5.

R5.4月～

目標人員150人/日
目標人員162人/日
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④ 福大病院（外環状）大橋線 

・外環状道路沿線の地域の発意によって、平成外環通りを 

活用したバス路線の検討が開始された。 
 

・平成 23年１月から約３ヵ月間の社会実験、平成 23年 

10月から１年間の試行運行が行われ、地域、交通事業者、 

行政が一体となり、利用促進の取組みを続けた結果、 

平成 24年 10月から本格運行へ移行している。 

 

 

⑤ 下山門線 

・平成 18年 10月の昭和バス下山門線の休廃止に伴い、 

同年 11月より西日本鉄道㈱が試行運行を開始した。 
 

・地域、交通事業者、市で共働して利用促進に取り組んだ 

結果、平成 25年５月から本格運行へ移行している。 

 

 

 

⑥ 長丘～高宮循環バス 

・地域と交通事業者が検討を重ね、平成 24年５月に 

小型バスを使用した試行運行を開始した。 
 

・路線の見直しを加えながら運行を継続した結果、 

平成 26年６月から本格運行へ移行している。 

 

 

 

 

 

 

 

＜運行本数＞ 
平日   22.5 往復 
土日祝日 15.5 往復 

＜運行本数＞ 
平日   25.0 往復 
土曜   13.0 往復 
日祝日   12.0 往復 

＜運行本数＞ 
平日   15.5 往復 
土日祝日  7.5 往復 
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（オンデマンド交通） 

（運行内容の工夫イメージ） 

（運賃以外の収入確保の工夫イメージ） 

（生活交通に関する住民意識調査（令和元年度 高齢者対象）） 

６．オンデマンド交通社会実験 

 

 高齢化の進展等に伴い、公共交通が不便な地域における、買い物や通院などの生活交通

確保が課題となる中、持続可能な生活交通確保の仕組みづくりに取り組んでいく必要があ

り、取組みの一つとして、令和４年度より、オンデマンド交通社会実験を実施している。 

 

（１）オンデマンド交通社会実験の概要 

  予約に応じて効率的に運行する「オンデマンド交通」

を活用し、複数校区等での広域運行や曜日別運行など

の運行内容の工夫をはじめ、運賃以外の収入確保の 

工夫に取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国土交通省：ホームページより 

 
     

 

 

    

 

例１：広域運行 例２：曜日別運行 

※２つ又は３つの地区で曜日を組み合わせて運行 

エリアスポンサー制度：スポンサー事業者からの協賛・広告で運行費の一部を支える 

・居住地域の公共交通は全体で約８割の方が概ね便利と回答 
・外出頻度はそれほど多くない（週２～３回）が日中の買い物等の移動がある 
・年齢が高くなるほど無理なく歩ける距離は短くなる など 

停留所設置

乗降（買い物・利用）
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（２）各エリアの取組み状況 

  市と共働で運行内容の検討や利用促進等に主体的に

取り組む地域・交通事業者をそれぞれ募集のうえ決定

し、市内３エリアで社会実験に取り組んでいる。 

  各エリアで地域・交通事業者・市による運行協議会

を設置し、運行内容や利用促進等の協議･検討に取り組

んでおり、エリア①東区は令和 4年 11月 24日、エリ

ア②南区は令和５年１月 31日、③中央区・城南区は令

和５年６月 28日に運行を開始した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エリア 

エリア①東区 
美和台･和白東･三苫校区 

エリア②南区 
老司･鶴田･弥永西･ 
弥永･曰佐校区 

エリア③中央区・城南区 
赤坂・草ヶ江･小笹･ 

長尾･七隈･金山･片江校区 

運行内容 広域運行 広域運行 曜日別運行 

実施体制 

㈱アイシン 
（企画･システム構築等) 
第一交通産業㈱ 
（運行マネージメント） 
㈱第一交通 
（運行、車両管理） 

㈱アイシン 
（企画･システム構築等） 
第一交通産業㈱ 
（運行マネージメント） 
福岡第一交通㈱ 
（運行、車両管理） 

㈱アイシン 
（企画･システム構築等） 
第一交通産業㈱ 
（運行マネージメント） 
福岡第一交通㈱ 
（運行、車両管理） 

システム名 チョイソコ 

運行日 
平日（月～金） 

(土日祝・年末年始は運休) 
平日（月～金） 

(土日祝・年末年始は運休) 

平日（月～金）及び土曜日 
※各３曜日 
 (日祝・年末年始は運休) 

運行時間帯 
８：00－18 ：00 
（ドライバー休憩 1時間含む） 

８：00－18 ：00 
（ドライバー休憩 1時間含む） 

８：00－18 ：00 
（ドライバー休憩 1時間含む） 

運賃設定 
300円/１乗車・人 

（障がい者・小学生は半額） 
300円/１乗車・人 

（障がい者・小学生は半額） 
300円/１乗車・人 

（障がい者・小学生は半額） 

使用車両 
ユニバーサルデザインタク
シー車両（乗客定員４人） 

ユニバーサルデザインタク
シー車両（乗客定員４人） 

ユニバーサルデザインタク
シー車両（乗客定員４人） 

運行期間 R4.11.24 ～運行開始 R5.1.31 ～運行開始 R5.6.28 ～運行開始 

運行協議会 

（実施体制） 

エリア③ 

エリア② 

エリア① 

エリア②南区 

（運行協議会） 

地域

市

交通事業者

共働

・社会実験の費用等の支援
・利用促進の取組み など

・運行内容の提案、工夫
・安全な運行
・利用促進の取組み など

・運行内容等の話し合い
・乗り場の設置等の検討・協議
・利用促進の取組み など
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① エリア①東区 

・令和４年 11月 24日の運行開始以降、適宜、停留所追加やスポンサー確保、利用促進等

に取り組んでおり、令和５年６月にアンケート調査を実施するとともに、利用及び収支

状況等の分析を行った。 

・利用者数や収支は厳しい状況であるものの、利用者は増加傾向で、地域住民の外出機会

の増加等にもつながっていることから、運行期間を１年間延長し、地域、交通事業者、

市が共働で、認知度や利便性の向上、利用促進、運賃以外の収入の確保などの更なる取

組みを進めており、引き続き、三者で連携し取り組んでいく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外出機会の変化（アンケート） 

会員登録者及び１日当り利用者数 

＜主な分析結果等＞ 

スポンサー停留所数及び収支率 

利用促進チラシ配付・回覧 

地域説明会 

＜停留所マップ＞ 

満足度（アンケート） 

＜主な利用促進策＞ 

49.6

46.7

58.4

63.5

55.5

49.6

47.4

45.3

22.6

26.3

29.2

26.3

24.8

25.5

24.1

21.2

5.1

19.7

1.5

2.9

8.0

13.1

18.2

23.4

22.6

7.3

10.9

7.3

11.7

11.7

10.2

10.2

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

全体

予約のとりやすさ

車両

運賃

停留所

運行範囲

運行時間帯

運行日

満足(計) 普通 不満(計) 無回答 n=137

増えた

7.3％

少し増えた

23.4％

変わらない

60.6％

無回答

8.8％

全体(n=137) 

利用目標 30 人/日 

利用目標 40 人/日 

※ 

※収支率＝収入÷運行経費 

※運行経費は初期経費(システム構築費や広報費等)を除く。 

：運行区域
：住宅地等停留所
：駅付近停留所
：スポンサー停留所

【凡例】

和白駅

福工大前駅

三苫駅

住宅地等 ｽﾎﾟﾝｻｰ

運行開始時 57 52 5

R5.12.1時点 96 77 19

停留所数
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② エリア②南区 

・令和５年１月 31日の運行開始以降、適宜、停留所追加やスポンサー確保、利用促進等に

取り組んでおり、令和５年８月にアンケート調査を実施するとともに、利用及び収支状

況等の分析を行った。 

・利用者数や収支は厳しい状況であるものの、利用者は増加傾向で、地域住民の外出機会

の増加等にもつながっていることから、令和６年１月 31日から運行期間を１年間延長し、

地域、交通事業者、市が共働で、認知度や利便性の向上、利用促進、運賃以外の収入の

確保等の更なる取組みを進めるなど、引き続き、三者で連携し取り組んでいく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜主な分析結果等＞ 

＜主な利用促進等＞ 

チョイソコ通信(会報誌) 

チョイソコイベント 

＜停留所マップ＞ 

外出機会の変化（アンケート） 満足度（アンケート） 

スポンサー停留所数及び収支率 

37.1

51.4

40.0

48.6

25.7

28.6

51.4

51.4

22.9

2.9

20.0

25.7

17.1

17.1

8.6

14.3

5.7

20.0

2.9

8.6

28.6

31.4

17.1

11.4

34.3

25.7

37.1

17.1

28.6

22.9

22.9

22.9

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

全体

予約のとりやすさ

車両

運賃

停留所

運行範囲

運行時間帯

運行日

満足(計) 普通 不満(計) 無回答 n=35

78

148

235
271

301 312
350

434
482

515

5
3

5
6

8 9 9

16 17 18

0

10

20

30

40

50

0

200

400

600

800

1000

会員登録者数(人) 1日当り利用者数(人/日)

利用目標 40 人/日 

会員登録者及び１日当り利用者数 

※収支率＝収入÷運行経費 

※運行経費は初期経費(システム構築費や広報費等)を除く。 

※ 

増えた

2.9％

少し増えた

20.0％

変わらない

60.0％

無回答

17.1％

全体(n=35) 

：運行区域
：住宅地等停留所
：駅付近停留所
：スポンサー停留所

【凡例】

国道202号 福岡外環状道路

住宅地等 ｽﾎﾟﾝｻｰ

運行開始時 54 45 9

R5.12.1時点 91 70 21

停留所数
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全体 住宅地等 ｽﾎﾟﾝｻｰ

運行開始時 45 41 4

R5.12.1時点 60 54 6

停留所数

全体 住宅地等 ｽﾎﾟﾝｻｰ

運行開始時 32 25 7

R5.12.1時点 56 49 7

停留所数

③ エリア③中央区・城南区 

・令和５年６月 28日の運行開始以降、適宜、停留所追加やスポンサー確保、利用促進等に

取り組んでおり、一定期間を経過したことから、令和６年１月現在、アンケート調査を

行っているところであり、利用及び収支状況等の分析を行っていく。 

・引き続き、地域、交通事業者、市が共働で、認知度や利便性の向上、利用促進、運賃以

外の収入の確保などに取り組んでいく。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）今後の取組み 

  引き続き、各エリアにおいて地域、交通事業者、市の三者で共働し、利用促進等に 

取り組むとともに、適宜、利用及び収支状況の把握･分析等を行いながら、本社会実験が

持続可能な生活交通確保の仕組みづくりに資するよう取組みを進めていく。 

＜主な利用促進策＞ 

停留所（スポンサー） 

＜停留所マップ＞ 

区域Ａ（月・水・金曜日 運行） 区域Ｂ（火・木・土曜日 運行） 

商店会と連携した 
乗車割引券の発行 会員登録者及び１日当り利用者数 

＜利用状況等＞ 

赤坂･草ヶ江･小笹･長尾校区 他 片江･金山･七隈校区 他 

利用目標 40 人/日 
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７．今後の進め方 

生活交通の確保に向けた取組みについては、高齢化の進展などに伴い、重要性が高ま

っていると考えている。 

一方で、郊外部における人口減少やバス乗務員の不足、利用者数が新型コロナウイル

ス感染症拡大前まで回復していないなど、バス路線の維持に課題が生じているところで

ある。 

このため、地域、交通事業者及び市が共働して、公共交通ネットワーク維持に努めると

ともに、持続可能な生活交通確保に向けた取組みの一つとして、令和４年度より、 

オンデマンド交通を活用した社会実験を実施している。

今後とも、生活交通条例に基づく休廃止対策等を実施するとともに、社会実験での

課題等を踏まえながら、地域の実情に応じた持続可能な生活交通確保の仕組みづくりに

取り組んでいく。 
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